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SGHに指定され、 2年目を迎えた。 SGHカリキュラムにおける基礎科包である「グローパルライフjも2年

自となる。本科毘は「家庭基礎Jをベースとし、国際化を身近な課題として意識させ日常生活から世界とのつ

ながりを感じられる授業を目指し、家庭科と{也教科との連携を図りながら開発している。 li1三年度の試行的な取

組をふまえ、今年度は「私たちの生活と消費行動全般について世界とのつながりを考える分野」、「衣分野J、

「食分野」を中心に学習内容を構成した。今年度は質問紙調査を実施し、生徒の変容から授業内容の評価を試

みた。
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ワキ 地球市民性 グローパルな視点

1. はじめに(設置の背景、昨年度からのあゆみ)

生活のあらゆる場面でグローバル化が進んでいる近年、

生活上の課題や地域社会の課題の解決について考えてい

く中で、海外とのつながりを無視することはできない。し

かし、私たちは日常生活の中でそれらを意識しながら生活

することはあまりなしLこのような日常生活の中から地球

市民としての気づきを促し、 i鋒の国・遠く期防した国で起き

ていることは、私には関係ないではなく、私にもどこかで

つながっているということを意識させ、これからの暮らし

方について考えさせたい。これが本ヰ桝41自ヨの目的で

SGH指定定'前の本校でで、はこれまでで、に、国際的分野に関心を

もっ生徒の偏り、 [ill際的な行事や取り組みについて校外学

習を除くと全体にゆきわたっていないことが問題点とし

て挙げられてきた。まずは自分と関係のあることとして生

徒にとらえさせることが、「ク守口一ノミノレライフjの使命でも

ある。

ヌ陣Hヨは、これまで1年次必h闘ヰ臣として2単位で開講
していた「家庭却謹」を発展させた斜交設定科自であるD

「家庭基礎jのねらいである「生徒が自分の生活を見つめ、

これからのより良い暮らし方・生き方について考える」と

しづ家庭科0)要素はそのままに、私たちの生活と社会との

つながりをグローバノほ果題から気づかせることで、身近な

課;遠からj主II際的な課題を考察させることを目指している。

また、 3年次に取り組む再喋(課題)研究を見据えてSGH

基礎科目としての意識づ、けや動機づけを行う役割も求め

らtしている。

日27年度の耳対{lがより良いものとなるよう、平成 26年

12月からワーキングクマルーフ。を立ち上げ、様々な教科の教

員と協力しながら授業内容について何度も話し合いを進

めてきた。様々な授業内容が検討された結果、今年度は家

庭科分野としてほJI食」についての題材の他に、家闘a

でよく取り上げる題材のみにとらわれず「世界と私たちの

生活がつながる題材」を通じて消費行動を考えさせるなど

柔軟に取り元旦んでみようと方向性が定まった。

2 学習目標の設定

昨年度の5稲子をふまえ、学習指導要領にある「家庭基礎j

の目標に地球市氏性を育.むための、

・日常生活の中から世界とのつながりを意識させること

-地球規模で考え、地球に暮らす一人としての意識を持た

せること

という 2点を加え、グローバルライフの学習目標を次のよ

うに設定した。

「人の一生、生活に関する学びを地球規模で考え、地球に

暮らす一人としての意識を持たせる口家族・家庭及び福祉，

衣食住，消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技

術を習得していく中で，日常生活の中から世界とのつなが

りを意識し、自分の生活、家庭、地域の生活課題を主体的

に解決するとともに，生活の充実向上をI~る能力と実践的

な態度を育てるJ

さらに、生徒に身につけてほしい力を次のように設定し

た。「日本と世界とのつながりを理解し、これからの告分の

生活を創造するための3つの力を身につける」
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1)想像できる力

2)問題を発見できる力

3) 自分の考えを他者に伝えられる力

3.授業構成(※資料1)

1 )学習分野の精選

今年度は、「私たちの生活と消費行動創出こついて世界

とのつながりを考える分野j、「衣分野J、「食分野jをi中心

に学習内容を構成した。本来の「家庭基礎jにおける学習

内容は多岐にわたるが、地球市民のひとりとして生徒が主

体的に考えるための習オ幾{寸けには、じっくりと時間を与え

て考えさせる必要がある口そのため、家庭基礎で、身につけ

させたし暢E合、などをふまえつつ、生徒が実感しペコオーく発展
131に考え続けることのできる分野に絞ったO ヰミ手ヰ自では、

授業で扱う題材をきっかけにこれからの生活について生

徒が“自分のこと"としてとらえ、身近なことから考え続

けることを願い、題材を選定した。

2)自国の生活文化の扱い

ク、、ローパル人材(地球市民)としての意識や視野を持た

せるためにも、日本以外の国々とのつながりに加え、“私・

1=1本"を考え、“他者・他国"との比較によって再考するこ

とで、他者理拍卒、自己週明卒が充実すると考える。そのため、

高等学校家庭科学習指導要領の改善の具イ本的事項にもあ

るように、日本の生活文化についても基礎的な範囲で扱い、

日本人としての自分、日本に住む私として生活文化を見つ

め直す機会を設けた。

題材として水とパーム油を選定した。 日本に住む生徒にと

って豊富で、身近にあるが、地球規模で考えれば希少性の高

し1もので、ある水、身近近-にはあるが身近でで、あることに気村付‘き

にくし、Vノパミ一ムy池出というどちらも我々の生活に欠カか瓦せない

もので

意識させたO

く>i衣」分野を新たに加え、ディベートによって生徒自ら

考える活動を取り入れたこと

2学期は、生徒の生活にとって身近な「衣Ji食j分野か

ら日本の現実・世界の現実を知ることをねらいとした。日

本で、起きていること・私たちの生活が世界とどのようにつ

ながっているのかについて、 ~Hこ衣分野においては、ディ

ベート活動を行ったことで、生徒が主体となって考え発言

することや自分で調べて考え、クラスメイトとj好守する時

I~司を多く設けられた。

く)i食J分野では111::1:j三の掲j包をふまえ、文化理解の要素と

食品iコスを通じた問題提起の要素で構成したこと

昨年度は限られたクラスでのみ実現した交流が、今年度

は全クラスで実施できた。姉妹校のインドネシアの高校生

との交流を通じて異文化にふれることを切り口に、改めて

日本の食文化について見直す1幾会とした。また、地球規模

で考えることを意識させるため、世界の食樋問題と日本の

食品ロスの問題を例屯ーて考えさせた。

く〉世界で調査研究している研ヲ百号による、私たちの生活と

つながるグローノ匂レな課題を考えさせる講義

地球規模で起きている問題と自分の生活が結びつくこ

とを、授業者ではなし場fヲ白雪が気付かせるねらし 1で行った。

講師は、本校百i羽、交長で、ある仁lJ村祐史先生にお願いした。 3年

次に取り組む卒業(課題)研究へとつながるよう調査研究

3)自分の生j舌を見つめる視点を重視した構成 の方法、研究の視点、研究のおもしろさについても話してもら

本科目開発では、“他人事にしない"“身近に引き寄せて った。

考える"ことを重視している口そのため、普段当たり前す

ぎて考える機会のない白分の生活について、もう一度立ち

戻って考える機会を大切にした。

「私の生活」を見つめ直し、「私の生活jが f社会・世界j

とどのようにつながっているのかを知り、そしてもう一度

これからの「私の生活Jを考えるという流れで構成した。

3)昨年度の取組をふまえた変更点

く〉工学期の視野を広げる分野として水とパーム油を題材

とし期j包したこと

1 ~糊は、生徒が世界に視野を広げることをねらいとし、

4.授業の実際

<1学期>
世界とのつながりを知りtJJ，聖子を広げる段階と位置づけ
た。当初]は、さまざまな題材を組み込むことを検討したが、

生徒の発達段階や消化不良になってしまうことなども考

慮し、水とパーム油に

. rグ、ロー1¥ルライフ」ガイダンス

初回の授業でガイダンスを行い、科目の位置づけ、養い

たい力、詞咽iについて説明した。初回にはグローノミノレライ

フは英語の科目だ、と勘違し、し、英語の教科書を持参する生
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徒もいた。今までに受けたことがない科目で、あるため、何

を学ぶのか少し戸惑いつつも真剣に聞く姿がみられた。

昨年度は年度途中からの刻包で、あったため、グローバル

ライフになり、家庭科という科目からイメージする内容で

ある保育や被服などができなくなってしまうと函惑して

し、る生徒の様子を感じたが、今年度の生徒にそのような戸

惑いはなかったGおそらく入学してから様々な場面でSGH

校として話を開く11集会があったことや、 SG入試を経てSG

クラスとして入学した生徒がし 1るなど、昨年度の生徒とは

環境が呉なっているためではなし功吃考える。

しかし、毎回の授業で自標ペヰさぶ意義などについては、

今年度においても丁寧な説明をし、週明平に努めていくこと

とした。

-水から私たちの生活と世界を考える

1 )より美味しく手軽に欽みたい、美容にも活かしたい、

備蓄にも役立てたいとし、う消費者のニーズから身近にな

ったボトル水とそのCMから消費行動を考えさせる。2)人

間の体系11成や生活行為における水の消費量から私たちの

生活に欠かせない水について気づかせる。3)世界の水事!青

を通じて水が希少性の高いものであることを気づかせる。

4)私たちが食べているものがどれだ、けの水を消費してで

きているかを“バーチャルウォーター"から考えさせ、私

たちの消費行動が世界につながっていることに気づかせ

るという 4点をねらいとしたD

~II:と i二!をひねれば水が出る、いつでもどこでもボトル水な

どを購入できる日本では、 7Kが貴重なもので、あることに気

づきにくい。安全で美味しい水があるのが当たり前ではな

し1ということにまずは楽しみつつも気付くことができる

ように、 7Kの飲み比べや生活に使用する水の計算、 7Kを汲

みに行く少女が背負う水の重さの体験なども取り入れる

工夫をしたD

世界へ祝日lfを広げるうえで難しかったのが、世界の7水k事

情についての取組で

いて困つている1世立界の国々について生徒が調べながら学

ぶブ王法をとつたD 各国の水，~司題について共通する傾向はあ

るもののそれぞれの抱える問題は異なり、なかなカ鳴字決策

の見いだせないものでもある。短い時間では、問題を知る

にとどまってしまった。 進め方については改善の必要があ

る。

-パーム油から私たちの生活と世界を考える

1)パーム油についてPARC制作のVTRやDEARのす

ごろく教材を用いてパーム油生産者の過酷な労働環境に

自を向けさせる。2)私たちの身の回りにあるパーム油製品

を示し、私たちの生活に欠かせなし司直物油脂であることを

理解させる。3)パーム油生産がもたらす生産地環境への影

響と、パーム油をめぐる保全活動の紹介と私たちにで、きる

ことを考えるとし、う 3点をねらし 1とした

ノミーム油の生産が環境へ負荷をかけている側面もある

ことを伝えるため、 111三年度、生徒の反響が大きかった莱チ

ヨコレート菓子メーカーに関する動画やアブラヤシプラ

ンテーションの現地写真を用いて考えさせた。そして、

VTRやすごろく耕寸によってパーム油生産者のおかれて

いる状況にも自を向けさせることを試みた。だが、生徒に

は一定のインパクトは与えられたものの、自分の生活に引

き寄せて考える点で、は一説麹が残ったD 身近であることに気

付きにくい題材であることを考慮した授業展開の一層の

工夫や“私たちにできること"を考える時間をもう少しと

るなどの改善が必要である。

<2学期>
衣生活、食生活から世界とのつながりを考えることとし、

より具体!拘なものを通じて世界とのつながりを意識しな

がら自分の生活を考える段階とした口

-私の衣生活と世界とのつながり

1)なぜ限を着るのか、クラスメイトの着装はどうか、と

いった問し、をもとに生徒が普段着ている服から、より身近

なものであることに気付かせる。(自分自身の生活に引き

寄せる) 2)安価な労働力を用いて生産される衣類の現状

について生徒自ら情報を収集し、ディベートを通じて、自

分の考えをもっ(世界とのつながりを考える)ことをねら

し、とした。

具体的には、生徒が持参した手段|支を着用し相互インタビ

ューなどを通じて着装や手サ寸料について学び(4時間)、「フ

アストファッションは私たちの生活に必要か、不要かjに

ついてデ、ィベートを行し、 (7時間)、ディベートでの議論を

もとにした教員による講義「ファストフアツ、ンョンの光と

影・エシカルブアツ、ンョンとはjによる振り返り (1時間)

としづ構成とした。

制服を着て授業をすることが決められている学校で私

服を持参するということは生徒にとってとてもワクワク

する機会だ、ったようである。しかしそれ以上に印象に残っ

ているのがディベート活動やその後の振り返りの講義だ

ったとJ惑想に書く生徒が多かったO

前年度末のワーキンググループoで、の話し合いで、ファス

トファッションを取り上げるときには影の部分のみ取り

り
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上げるので、はなく、光の函も取り上げるべきだとしづ意見

が挙がり、両方がバランスよく扱われるよう酒白草すること

となったO

22期生はキャリアデザインの中でディベートを経験し

ている学年で、あったことや、ファストファッションを題材

とすること、物事を多面的にとらえ自分の考えをしっかり

ともつためにもディベートが有効で、あると考えた。 5人グ、

ノレーフ。を8つ作り、必要似IJと不要側に4クοループ。ずつ振り

分け、全グノv-ブ。1)支だけ対戦することとし、クラス全体

として4回戦する口各屈は合計25分のミニディベートと

した。お互いのディべートの様子・{白雪の意見を聴衆とし

て知ることも大切な活動と位置付けたO

(写真)手朗読で相互インタビ、ユーの様子

(写真)ディベー卜の様子

-インドネシア コルニタ生との交流

今年度は、 11月にインドネ、ンアのコルニタ高校(以下コ

ルニタ高校)から 6人の留学生を迎える機会があった。

3. の2)で述べたように、グ、ローパル人材(地球市民)

としての意識や視野を持たせるためにも、"私・!ヨ本"を考

え、“他者・他I~Y'との比較によって再考することで、他諸一

理解、自己理解を促すためにも、インドネシアの食文化を

知町、日本との食文化との共通点や相違点から、自国の食

文化を考えるきっかけにすることをねらいとした。

コノレニタ高校へ留学していた 19期生の古井さんや現在

もコノレニタ高校へ留学中の本校生徒、筑波大学留学生のデ

キさんの協力も得て、当日までに準備してもらったO

授業では約 30分間インドネシアの「食Jについてコル

ニタ生~こフOレゼ、ンテーションをしてもらい、その後、オ寸交

生徒とコルニタ生で、日本の食べ物の好きなもの・嫌し 1なも

のなどを挙げてもらい互いの食の好みを比較した。次に、

調理ェ実習室ぺ多動し、ナシゴレンをコルニタ生に作っても

らい、試食した。

6人のコルニタ生が4クラスに毎回ほぼ同じ内容で、協力

してもらうこと、し 1かにして言葉の壁を乗り越えつつ、異

文化交流を 40人規模でやるかが悩んだ点であるが、生徒

はインドネシアに興味をもち、自国の食文化を考えるきっ

かけになったようである。

(写真)コルニタ生との交流ナシゴレン作り

<3学嘆月>
料交は2学期が 11月末でか冬わり、期末考査を終えてす

ぐに 12)ねも3物事jが始まる。食分野は学期をまたいで

の実施となったG

内容としては食分野について引き続き取り組み、自分の

生活から世界へと視野を広げ、最後に1年間のまとめとし

て、これまでの学習をふりかえり、改めてこれからの生活

を考えることとした。

回日本の食文化について知る~米食文化~

「食J分野は、家事が外部化するi二1]でも作るとしづ生活

行為が現代においても残っており、身近に引き1寄せ判ーし、

題材であるため、自分の生活や食文化を見つめつつ、世界

へと視野を広げていくことをねらいとした。今年度は、食

料自給率を学習の車IlJに据えて進めたO

生徒は各自「クッキング、自給率」としづ農林水産省作成

の無料ソフトを使い、栄養計算と食料自給率を算出し I~分

の食生活を振り返った。

次に日本人の食の現状について、食事の多様化、洋風化

を栄養百長から考えると向11寺に、日本人の食生活の変遷につ

いて食料自給率の変化にも注目させた。そして米の消費量

の変化、生産の現状について取り上げ、米食を中心とした
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和食文化にふれた。今年度は和食とは何かについて考える

時間はあまりもうけられなかったが、和食献立の実習やコ

ノレニタ生との交流から和食について見直す機会となった

ようである。

-日本の食と世界とのつながり~食品ロス~

食分野のまとめとして、私たちの食の在り方を考えさせ

ることをねらいとして、今年度も食品ロスを取り上げた。

3.の3)で述べたように、地球規模の問題として日本の

食生活の現状に気付かせたかったので、世界の食糧問題と

対比させながら日本の食生活のあり方を考えさせること

を意識しながら授業を行ったO

また、 WI三年度の耳対J3から、高校生の食事をつくる主体は

イ叫保4呆45:設堂伝弓号でで、あることカがミほとんとどど、や、で

lι号晃=1ロスとなつていく食ベ物があることについては、自分の
こととしてはなかなかとらえにくかったのか、食品ロスに

してしまう人への一方的な批判が自立った。それをふまえ

今年度は、自分の家の食品ロスに目を向ける工夫として、

我が家の食品ロスになりそうな物を持ち寄り、セカンドハ

ーベストジャパンへ寄贈するフードドライブに取り組む

ことを活動のひとつとして盛り込んだ。

の影響でもあると学術的な根拠をもとにわかりやすく説

明してくださったo 9::J~寸先生の情熱あふれるお人柄とわか

りやすいお話に生徒も教員も惹かれながら自分たちの消

費行動について改めて考える良い機会となったO

(写真)中本持↑}校長による講義とその後のグループワークの様子

-ふりかえり

ここまで何を学んできたかということを生徒自身が確

認し、生徒自身がもう一度これからの自分の生活の在り方

について考える機会を設けることは学習の定着において

も重要である。

授業時間数に多少のばらつきがあり、全クラスで完全に

同じ内容を実施することはで、きなかったが、どのクラスで

も i1年間の学習の中で1番気になったことjごとに生徒

が自由にグループ。をつくり、「自分も周りの人もHAPPYに

なるためにはどうしたら良しゆっを考えることを課題とし

(写真)生徒が集めた我が家の食品 た。生徒同士が意見交換し考えるだけでなく、ムヒカ前ウ

ルグアイ大統領のスピーチも紹介し、消費行動のあり方に

・研究者による講義 ついても考える素材のひとつとして提示した。その後、各

世界をフィーノレドに調査研究している研究者を招き、私 グ、ルーフ。で、発表し共有する時間を設けた。

たちの生活とつながるグ、ローノ《ノレな課題を考えさせたい。

3年次の卒業(乱包)研究につながる初{究の基礎的な話を

生徒にわかりやすく話してほしいと i判:村故前校長にお願

いし実現した講義である。

地球規模で起きている問題と自分の生活を結び、つけて

考えようと授業の仁ドで伝えてきたが、授業者ーではなし吋研究

者が話すことによって再認識させるねらいがあったO

中村先生は、モンゴ、ノレの沙漠化についてお話しくださっ

た。我々日本人は沙漠化の被害者であるだけではなく、沙

漠化をもたらす加害者でもあり、沙漠化は私たちが安い衣

料品を求めるという消費行動によって起こる地球環境へ
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5. 質問帝賠照査からみえる生徒の変容

1判三 158名の生徒を対象に、①1判 j終了時 (7月)

②2学期衣分野終了時 (10月末) ③学年末 (3月)の時

点において質問紙調査を行ったo i世界とのつながりへの

意識Ji地球市民性の駒戎Ji日常生活への関心Ji伝統的な

生活文化への理解や:鋭~J にi新ず質問項目を埼玉大学家

庭科教育学研究室と開発した。「とてもそう思う」から f全

く忠わなしリまでの6件I去を採用し、良い悪いどちらかに

必ず分かれるように回答してもらうこととした。分析につ

いては筑波大学附属学校教育局飯回顧子先生にご協力し、

ただいた。 回答数については、回収できなかったものや未

回答などもあるため、質問ごとに回答数が異なっている。

表 1に示した結果についての生徒の変容と考察につい

て述べる。

2学期衣分野における耳滋13で、は、ディベート活動におけ

る生徒の積極的な様子やJ惑想用紙から生徒ができる範囲

の中で身近に引き寄せて考えようとする姿勢がみられた。

1学期にはなかった積極的に考えようとする生徒の姿が

印象的で授業者としても手応えを感じていた口

質問紙調査にはどのようにあらわれていたかを見てみ

る。衣分野に関わる項目のうち、 i4.自分の普段著ている

Jjfえが、どこの国から来ているか(どこで作られているか)

気になるJi 6.消費者が安さを追オミすることで、生産や流

通に良くない影響を与えることもある」に注目すると、①

1学期 (7月)よりも②2学期 (10月末)と③3学期 (3

月)において数値が上昇した。この2学期の衣分野では、

安価な労働力を用いて生産される衣類の現状について生

徒自ら情報を収集しデ、イベートに臨んたその活動により、

普段自分の着ている服がどこの国から

表1 7丹、 10月末、 3月における得点の上ヒ較

来ているかについて関心が高まったこと、先進i国耳への安い
衣料料，

解について一定定，の効果がみられたといえるだだ、ろう弘
D 

食分野に関する九 自分の普段食べているものがどこか

ら来ているのか、どうやって作られているのか気になる」

i2.日本の食文化を学ぶことは、世界の食文化を理解す一る

ことにつながるjの項目は、③3学期 (3月)において数

値が上昇した。食分野は 2学期 11 月以降~3学期に期j毎

し、|ヨ本の食生活が世界とつながっていること以外にもコ

ルニタからの留学生との交流によって、自国と他国棉互の

文化培拍手の大切さが生徒に伝わったので、はないだろうか。

学年末に行った 1 年I~~lのふりかえりでの生徒の蝶子か

らは、自分のこととして考えようとする姿勢や意見が目立

つ7こ。 1学期は一生懸命に考えたもののどこカザ恋人事のよ

うな意見しか述べられなかった生徒たちが大きく成長し

たことを授業者として完惑した。表 1 の結果とn~らし合わ

せても i7.私の暮らしのありかたを改めて考えてみようと

思うJi8.数は少なくとも、声は小さくとも私が何かを変

えなければ、世界は変わらなしリの項目が③3学期 (3月)

において上昇していることにもあらわれている。

目立った数値の変化がみられなかった i3.だし、和食など

日本の食文化を大切にしたし¥Ji5着物、和服など1=1本の

衣文化を大切にしたしリ自[~の文化についての想いを「問う

項目については、食分野では日本の食文化について調理実

習を1度行い、 11寺聞は少ないが扱ったものの、日本σ〉伝統

的な衣文化については、今回の員対ill_では扱っていなし 10 ど

ちらの項目ももともとの数値が高いということも変化が

みられなかった要因としてあげられる。伺じくり.水も限

りある資源で

項目 n 
T1 (7 Fl) T2 (10月末) T3 (3月)

F 多重比較
M so M so M so 

1 自分の普段食べているものがど」から来ているのか、
145 4.31 1. 19 4.41 1.04 4.90 90 22.18紳* 1.2く3

どうやって作られているのか気になる。
2 日本の食文化を学ぶことは、世界の食文化を理解するこ

143 4. 63 1.06 4.55 98 4.87 91 7.68紳ホ 1.2く3
とにつながる。
3 だし、和食など日本の食文化を大切にしたい。 145 5.30 89 5.15 1. 02 5.32 92 2.39 t 

4 自分の普段着ている服が、どこの国から来ているか
145 3.93 1. 21 4.35 1.10 4.63 1. 01 25. 78紳* 1く2.3

(どこで作られているか)気になる。
5着物、和服など日本の衣文化を大切にしたい。 145 4. 98 1. 09 5.02 1.13 5.12 93 1. 73 

6消費者が安さを追求することで、生産や流還に皇くない
145 4. 59 1.05 4.92 91 5.12 85 14.36紳* 1く2，3

影響を与えることもある。
7私の暮らしのありかたを改めて考えてみようと思う。 145 4. 70 89 4. 63 96 4.99 85 10.09林本 1.2く3

8数は少なくとも、声は小さくとも私が向かを変えなけれ
144 4. 65 1.20 4.56 1.13 4. 99 1.00 9.25料率 1.2く3

ば、世界は変わらない。
9水も限りある資源である。 145 5.49 92 5.40 94 5.54 85 1.51 

制 pく001，特 pく01，本 pく05， t pく10
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生徒の変容から、特に2学期、 3学期において「日常生

活の中から世界とのつながりを意識させる」については、

題材が有効にはたらくことで一定の効果がもたらされる

可能性を感じられるD しかし、「地球市問、生の醸成」につい

ては3学期において数値が上昇した。授業者の手応えとし

ても学年末のふりかえり活動にて生徒の“地球に暮らす1

人として円の自覚が芽生えようとしていることが感じられ

た。このことからも単発的な耳矧Zで、は地球市民性の曲萄或は

難しいということもいえるだろう。

6 課題と今後への展望

学年末におこなったふりかえり活動ふりかえりのプリ

ントには生徒が自分自身の生活を見直し、自分にできるこ

とを考えられるようになるなどの成長がみられた。

「今の私は安し明夜を貿わざるをえない。でも、外国で、作っ

ている人たちのことを知ったから、よく考えてから買うJ

f将来農家になりたいと考えているので、輸入に多くを頼

っている詞本の~jQ兄を知り、この状況を変えたし \J i食べ物

の自給率が低いのに、日本は食品ロスが多いというのが気

になる。まずは買い物に行くときに冷J関車を1i:街忍してから

買い物に行くように気を付けている」決して他人事ではな

く、今できることの中で背伸びをせずミに、仁!先だけの考え

ではなく自分に引き容せて考えられる発言や記述が目立

った。生徒に1年!習をふりかえってもらうと、初めは世界

と I~I 分はつながらなかったが・. . r自分と世界とをつなげ
て考えるようになったjとか、 r!当分の生活と世界をつなげ

て考えるのがク守口一ノくノレライフなのですねJと実感を込め

て述べていた 1 判明は問題目~l題がつながっていること

も、自分と問題とを結び{寸けて考えることもなかなかでき

ない生徒が多かったので、成長を感じた点である。そして、

これが一度限りの授業ではなく、 1年間を通じてじっくり

と取り組んだ)或果だと考える。

しかし、基礎科目として 1年生に本科目を設置する上で

語臼意しなければならない点も見えてきた。それは生徒の生

活経験の不足と幼さで、あるo 4月当初は、ほとんど中学生

のような高校1年生とし 1う発達段階でどれだけのことを

生徒が考えられるカヰ受業者として不安もあったG だからこ

そ、生徒が自分の生活に目を向ける機会を多くつくること

は欠かせない。また、保験を通じて完惑し、知識と合わさ

って確かな考えが育まれるO 今年度も調理実習の機会は一

度だ、けだ、ったが、 iヨ本の食文化の:断数を実!惑すると同時に

日頃食事を用意してくれる家族に思いを馳せる、海外の人

に良さを広めたいなど様々な思いが生徒のJ設12、文から伝

わってきた。

1年を通じて学ぶ意義は大きい口しかし、この科目のみ

で地球市民性・グローバノレシチズ、ンシッフ。を育むことがで

きるのではなく、この科目で視野を広げるきっかけをつく

り、様々な他科臣、 I~際科目、行事と連携することで、豊

かなグローノくノレシチズ、ンシッフOを育むのだ、と考えるO 気づ

きから課題意識、 E果題発見、探究へと深みをもって生徒が

成長するためにも、本科自は SGH基礎科自として、先述

した科目目標をふまえつつ、他人事ではなく自分事として

とらえられるように工夫することが重要であると考える。

{参考・引照文献〕

@ 建元喜寿ほか (2016). i弔戎27年度文部科学省スーパ

ーグローノミルハイスクール事業『先進的な総合学科を

活かした同莞可能なアセアン社会を創るク寸ローノくノレ人

材の育成~ (第2次報告書)、 pp.58-61.筑波大学附属坂

戸高等朝交

@ 田中友紀子 (2015).来府ヰ白 「グローノカレライフJ実践

報告. i研究紀要J第52集、 pp77-81.筑波大学附高坂

戸高等朝交
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<授業概要>【資料1] 

グローバル課題を
生活をつなげて考える意義

i413ガイダンス(2H)

講義・アンケート記入

私と世界を考える第一歩

~私たちの暮らしから世界へ

日を向けてみよう~

①②講義 WS"，記入(3H)、

PCスマートフォンなどて言明べ学習(3H)

③PCスマート7心などて言問べ学習

グルーブ発表(4H)

(0講義 .WSヘ言己入(2H)

⑤紙芝居すごろくーフォトランゲージ

(2H) 

⑥⑦講義噌 WS〆¥記入(2H)

ガイダンス
SGHって何つカリキコラム全i本におIP:)GLO)!立置 i寸什
授業の;主的方・取り組み方(学習活動評価について)

ク1コーノくル課題を生活から考える私たちの生活と世界をつなげて考えよう

この授業を通仁て学ぶこと-考えてほしいこと(自襟)

7.kから私たちの生活と世界を考える
1 ボトル 7)<.飲み比べボトル7)三のCMかtっ私たちの浪費行動について考える

2.生活に必要な水のま，.Jl---7j<.;;.~みに行〈少女と彩、の l ヒ ~，'Z-._. 

3 世界のフ)<.事情~世界のフドI:;jI迭をおコ1)、共有する~

4.ァドをたくさん使っていど)I~~J IJ ? .......バーチャルウォーター~

1¥ーム油から私たちの生活と世界を考える
5. rミーナの3代にわたるフnランテーション夜間での殺らしJ
6.私たちの身のtilll)にあおノ〈ーム;dl拠品

7 パーム;Ihと4ムf乙ちの生活とのってよカ;/)・4ムたちにて'さること

これからの私の衣生活

~衣分野から
私の生活と世界との

つながりを考える~

ω講義司仇IS〆¥記入(21イ)
②C3j相互インタヒ'ュー(2H).講義(1け)

(，;)講義問題提起(0.51イ)、

準Hii ‘ iL~命( 1.5H)、ミニデfベート(3H)
⑥解説講義 WSヘ記入(21イ)

私の衣生活と世界とのつながりについて考える
1.なぜ、 1Hzを着ゐのか?衣 1111.の役割希装

2. i:ムの服へのこl:'hl)相互インタビュー

3. tムの休日フアソションショー:素材と原産 1mにも，主 iヨする
4 フγストブアソンョン{.;i私たちの生活に必要かつ不要かつ

.......デ{べートを辺じて考える~

5 フ7 ストフアソションの光と京;

これからの弘の食生活

~食分野から
私の生活と世界との

つながりを考える~

白骨7きも ft<:物.!ttいなiを〆¥物を
グループ毎に相互発表(1H) 

十シゴしン試食(1判)

位九時義 WSヘZ己入(21-1)

交流を通じて私の食生活・日本の食を考えるきっかけにする
トイントネシア コルニタ高校留学生と交流~共通点と1m達点~
2.交流準備、;，11かえり~インドネシアのft文化~

。)食事ノくランスプfイj、

PCソフト「クソキング自主合ネJでチェ yグ
(2H) 

(主i⑤講義・ WS/'-.記入(6H)

⑥ー;i三菜献立1J!，JJ史実習 (2H)

①談義 WSヘ記入、

侶互インタピコー(4H)

私たちの食生活を見つめる・日本の食文化を知る
3. -，f，ムの食生活チエソグ

4.現代の iヨ本人の食生，舌と変透~栄養的特徴と食料自給率~

ら米の消費と生産の3見状、米合を中心としfこflJft文化

6. ;fu ft献立実習
7. tムたちの食料白給率と食品ロスの I:~!題、世界のrtW量nn!Iむ
め食料自給率とf宅pnロス、世界とのつながり
o 食品ロス;kえらすには 1 フー|、トライブにチャレンジ:，)えが家の(をふりス~

自分の生活を見つめ直す

① tþ~ ;寅(21寸)

②講義(1H) 

③意見交検(1H) 

私たちの食・日本の生活についてもう一度考える
1.私たちの生活とつながる地球税棋の問題

~世界各国の人と交流、調査{，Il究してきた人の話をIHI< ....... 
2.1年間のJjz組を、ふりかえる

3.これまでの学習を‘ふまえて
これからの私たjんの生活、あり方につL、て考える
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